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【要 約】1980年代後半に、Kaplan(Robert S. Kaplan)と Cooper(Robin Cooper)によって提唱され








と Cooper が ABC を提唱した年である 1987 年に発表された研究についてまとめることにしたい。
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はじめに 










稿ではまず、ABCの提唱者である Kaplanと Cooperの研究を整理することを試みたい。 
 しかし、Kaplanと Cooperも現在までに数多くの研究を発表しており、本稿において、それ
らすべての研究を取り上げることは、紙幅の都合上難しい。そこで、本稿では、まず、Kaplan
















                                                          
1 発表された論文の例として、Kaplan, R.S.,“Measuring Manufacturing Performance : A New Challenge 
for Managerial Accounting Research,”The Accounting Review, October, 1983, pp.686-705.や Kaplan, 
R.S.,“Yesterday’s Accounting Undermine Production,”Harvard Business Review, July-August, 1984, 
pp.95-101.などがある。 
2 Johnson, H.T. and R. S. Kaplan, Relevance Lost-The Rise and Fall of Management Accounting, Harvard 
Business School Press, 1987, pp.233-247. (鳥居宏史訳『レレバンス・ロスト―管理会計の盛衰―』白桃
書房、1992年、214-239頁)。 
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3 Ibid. pp.233-234., (上掲書、215頁)。 
4 Ibid. pp.234-235., (上掲書、215-216頁)。 
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5 Ibid. pp.248-249., (上掲書、229頁)。 
6 Ibid. p.234., (上掲書、215頁)。 
7 Ibid. p.235., (上掲書、216頁)。 
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8 Ibid. p.237., (上掲書、217-218頁)。 
9 Miller, J.G. and T. E. Vollmann,“The Hidden Factory,”Harvard Business Review, September-October, 
1985, pp.142-150. 
10 Ibid., pp.143-144. 
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いてなされる取引には、以下の 4種類があるとしている11。 
 
 1. ロジスティック取引(Logistical Transaction) 
  注文し、書類を作成し、材料移動の確認に関わる。 
 (例) 入荷、データ入力など 
 
 2. 均衡取引(Balncing Transaction) 
  材料、労働力、機械の供給を需要に合わせることに関わる。 
 (例) 材料計画、生産管理など 
 
 3. 品質取引(Quality Transaction) 
  生産が仕様に一致しているか確認することに関わる。 
 (例) 品質管理、間接的エンジニアリングなど 
 
 4. 変更取引(Changing Transaction) 
  生産情報を更新することに関わる。 

















                                                          
11 Ibid., pp.144-146. 
12 Ibid., p.146. 
13 Johnson, H. T. and R. S. Kaplan, Relevance Lost-The Rise and Fall of Management Accounting, 
pp.237-238. (鳥居訳『レレバンス・ロスト―管理会計の盛衰―』219頁)。 
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14 訳書では、Miller=Vollmannをカタカナ表記しているため、訳書のとおり記載している。 
15 Ibid. pp.238-239., (上掲書、219-220頁)。 
16 Ibid. p.238., (上掲書、219頁)。 
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17 Ibid. p.239., (上掲書、220頁)。 
18 Ibid. p.244., (上掲書、225頁)。 
19 Ibid. p.247., (上掲書、227頁)。 
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このような原価計算が、1987年に Cooper と Kaplanの共著によって発表された“How Cost 
Accounting Systematically Distorts Product Costs”においても記述されている21。本論文は、
Kaplan が Cooper と共同で行った原価計算システムに関する実務調査研究にもとづいて書か
れたものである。本節では、本論文に記述されている製品原価計算について、検討することに
したい。なお、本論文は、1988年にもManagement Accounting誌に、“How Cost Accounting 














                                                          
20 Ibid. pp.248-251., (上掲書、228-231頁)。 
21 Cooper, R. and R. S. Kaplan,“How Cost Accounting Systematically Distorts Product Costs”in 
Bruns, Jr., W. J. and R.S. Kaplan, (ed.), Accounting & Management Field Study, Harvard Business 
School Press, 1987, pp.204-228. 
22 Cooper, R. and R. S. Kaplan,“How Cost Accounting Distorts Product Costs”, Management 
Accounting, April, 1988, pp.20-27. 
23 Cooper, R. and R. S. Kaplan,“How Cost Accounting Systematically Distorts Product Costs”, 
pp.206-207. 
24 Ibid., pp.207-210. 
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25 Ibid., p.210. 
26 Ibid., pp.211-212. 
27 Ibid., pp212-213. 
28 Ibid., pp213-214. 
29 Ibid., p.214. 
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第 1の工場は、製品 Aを 100万単位製造している。第 2の工場は、製品 Aを 10万単位製造する他に、199種類





















                                                          
30 Ibid., p.215. 
31 Ibid., p.217. 
32 本論文において、間接部門のことを支援部門(Support Department)と呼んでいる。 
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(Strategic Cost Analysis)”を実施している；現在、多くの 2段階目の配賦において、製品に支援部門の原価を割
り当てるために、取引の数を利用しており、特に、段取回数が、支援部門の原価の大半を製品に割当てるために
利用されている。 














                                                          
33 Ibid., pp.217-218. 
34 Ibid., pp.219-222. 
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35 Ibid., p.218. 
36 Ibid., p.217. 
37 Ibid., pp.222-223. 
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第 3節 取引原価計算における原価分類 
 Kaplan とともに原価計算に関する実務調査研究を行った Cooper は、1987 年から 1988 年
にかけて、間接費の配賦に関するコラムを Journal of Cost Management誌上に連続して発表
している。コラム名を具体的に挙げると“Does your Company Need a New Cost System?39”、
“The Two-Stage Procedure in Cost Accounting:Part One40”、“The Two-Stage Procedure 
in Cost Accounting:Part Two41”、“When Should You Use Machine-Hour Costing?42”である。
これらのコラムには、Kaplanと行った実務調査研究の成果も取り入れられていると思われる。
本項では、これらのコラムのうち、先の取引原価計算と特に関連する問題に言及している“The 
Two-Stage Procedure in Cost Accounting:Part Two”について検討することにしたい。 
 本コラムでは、製品原価計算における第 2段階目の配賦手続きであるコスト・プールから製
品へ原価を配賦する際の配賦基準についての論考が記されている。まず、Cooper は 2 段階目
                                                          
38 Ibid., p.218. 
39 Cooper, R.,“Does your Company Need a New Cost System?,”Journal of Cost Management, Spring, 
1987, pp.45-49. 
40 Cooper, R.,“The Two-Stage Procedure in Cost Accounting:Part One”Journal of Cost Management, 
Summer, 1987, pp.43-51. 
41 Cooper, R.,“The Two-Stage Procedure in Cost Accounting:Part Two”Journal of Cost Management, 
Fall, 1987, pp.39-45. 
42 Cooper, R.,“When Should You Use Machine-Hour Costing?,”Journal of Cost Management, Spring, 
1988, pp.33-39. 
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43 Cooper, R.,“The Two-Stage Procedure in Cost Accounting：Part Two,”p.41. 
44 Ibid., p.41. 
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45 Ibid., p.41. 
46 Cooperが前号の Journal of Cost Managementで執筆したコラムの“The Two-Stage Procedure in 
Cost Accounting：Part One”を指す。 
47 Ibid., p.42. 
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48  Ibid.,pp.43-45. 
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